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シリコーンゴムにシリコーン油をそれぞれ20% ， 40労， 60箔(重量比)混合し， ]IS スプリング式
硬さで 31~33 ， 22~24 ， 17~18 の 3 種の硬度を与え，厚さをすべて 3mm とし，直径 10 ， 20 , 30 , 
40 , 50 mm の円形試料を作った。実験は室温 20士 20C，相対湿度目--75労の恒温室で行ない，微細
な変化をとらえるため電気マイクロメータを用いたD 実験 I ではこれらの試料に約 30，._，300 g/cm2 の
既知荷重を加え ， 15秒後及び30秒後の圧縮値を直読したD 実験Eでは直径 20mm と 30mm の試料を
選び， alginate 印象材として Technicol を， thiokol 印象材として Surflex を用い，練和開始後 1 分 30









も，試料の圧縮値が大きかった。これに対してトレーを急速に圧接した場合， おおむね， thiokol 印
象付を用いた方が alginate 印象材を用いたJ品合よりも，日式ネq の圧縮値が大きかった口
3) alginate 印象材を用いた場合，練平日開始後 l 分 30秒及び 2 分でトレーを圧接した時，試料の圧
縮値はあまり差がなかったが， 2 分 30秒では増大したロこれに対して thiokol 印象材を用いたj易合，
練和開始後トレーの圧接時期が遅れるとともに，試料の圧縮値が増大した。
4) 同一印象材を用いた時， トレーを急速に圧接した場合は，静かに行なった場合に比べて，試料
の圧縮値が大きかった。
以上の成績から推定して次の知見を得た。
正しい印象採得を行なうには，どちらの印象材についても，子早く練和して練和終了後は直ちに印
象材をトレーに盛ること，その後あまり時間をおかずにトレーを静かに圧接してその位置で保持し，
硬化完了するまでに圧縮された羽粘膜の回復をはかることが必要である。両印象材を比較すると，
alginate 印象材は硬化寸前まで粘性の上昇が遅く，かつ弾性をあまり早く現わさない点で使い易い。
乙れに対し thiokol 印象材は，練和開始とともに粘性の上昇が著しく，かつ弾性が早く現われる。
従って，これを用いて印象採得する場合は，練和終了後直ちに印象材をトレーに盛り，その後あまり
l時間をおかず，特に注意してトレーを静かに圧接すると， alginatc 印象材を用いた問介よりも，顎粘
膜の圧縮に及ぼす影響は少ないものと考えられる口
論文の審査結果の要旨
顎粘膜は印象採得時に圧縮されるため，支台歯の場合に比較して，正しい作業校型が得にくい。乙
のことは，完成された補綴物の適合度に影響するので，顎粘膜，印象材，印象採得法などの相互の関
連において究明し，解決すべき問題である。
本論文は，印象採得時における顎粘膜の圧縮の問題を解明するための基礎的段階として，顎粘膜を
対象とする印象採得法について，校型実験的に究明したものである口すなわち，粘弾性体である顎粘
膜の物性のうち弾性に焦点をおいて，顎粘膜に代る弾性体として選んだシリコーンゴムを用い，微細
な変化がわかる電気マイクロメーターを用いることにより，印象面積，印象材，印象採得法の述い
が，弾性体の圧縮に及ぼす影響について検討を加えているの
その結果，次のことが明らかにされた。
弾性休の面積や硬度の違いによって圧縮値に著しい差がある。
次に，印象材の練和開始より印象用トレーを庄接するまでの時間およびトレーを圧接する方法の追
いに対して，弾性体の圧縮値が印象材の種類によって異なる。
要するに本論文は，顎粘膜を対象とする印象採得法に関して模型実験的研究を行なった結果，臨床
的研究のみでは明らかにされないが「たな知見を加えたもので，印象材や印象採得法の改善:に基礎資料
を与えるものである。
以上本論文は|苅科補綴学上きわめて意義深いものとみとめる。
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